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特集 ： 日 中戦争 に お け る東ア ジア

台湾原住民か ら見 るア ジア ・ 太平洋戦争

　　　　一 高砂義勇隊の 実態と歴史的位置一

菊池
一

隆

は じめ に

　台湾原住民研究で は ， 主 に 民族学 ， 人類学 ， 社会学の 視点か ら家族構成か 生活様式，婚

姻 ， 宗教 ， 言 語 ， お よび伝 統文化 な どが追究 され て きた 。 歴 史学で は対 日抵抗運動で あ る

霧社事件の 解明 が進ん で い る 。 換言すれ ば，それ 以前の 原住民研究も不十分で あ るが ，む

しろそれ 以降の歴 史研究 は激減する 。 そ の結果 ， 高砂義勇隊研究は空 白の ま ま残 されて い

る。それ は ， 高砂義勇隊に関す る当時の 直接的な史料が少 ない こ とに も起因す るの で あ ろ

う。 とはい え，高砂義勇 隊に つ い ては 聞 き取 りを べ 一ス に執筆 されたル ポル タージ ュ は少

な くない
1）

。 なぜ な ら日本軍 ， 南洋戦場 ， お よび戦後補償問題 な どと密接 な関係 を有す る

重 要 テー
マ とい え るか らで あ る 。 実 は ， 歴 史学的に も高砂義勇 隊は決 して 放 置で きない 。

なぜ な らアジア ・太平洋 戦争期にお ける台湾原住民の 動態 と構造 ， 台湾内で の 原住民の 位

置 ， 差別問題 お よび 日本敗戦後の 戦争責任問題な どを通 して 原住民問題は もちろん ， 戦

争 それ 自体を多角的視点か ら考察す る手 が か りを与えて くれ るか らで あ る 。

　 した が っ て ， 本報告で は こ れ らル ポル ター ジ ュ に当時の 新聞や史料や 私 自身が 実施 した

イ ン タ ビ ュ
ー な どを組み 合わせ ，歴史学的に 高砂義勇隊の 実態 ， 構造 ， 本質にア プ ロ ーチ

1）　関連論文 と して は ，   本康宏史 「台湾にお ける軍事的統合の 諸前提」，台湾史研究部会編 『日

本 統 治下台湾の 支配 と展開』中京大学社会科学研 究所 ，
2004年 が あ り ，

1900 年前後に焦点 を絞 り ，
「護

郷兵」 → 「軍役壮丁 」 → 「軍役志願者 1 の 展 開 をあとづ け，そ の 主要対象は原住民 で あ っ た とす る。

そ して ，
こ の 初期 「志願 兵 」 制度は挫折 した と し，1940年代，総力戦体制下で の 「陸軍特別志願兵」

に触 れ るが，こ れ と高砂義勇隊の 「志願」 と混同 し て い る の で はな い か。ま た ，
ル ポル タ

ージ ュ を

基礎 としたもの に ，   石 橋孝 『旧植民 地 の 落 し子 ・台湾 「高砂義勇隊」 は今』創思社，1992年， 

土橋和典 『忠 烈抜群 ・台湾高砂義勇兵の 奮戦』星雲社，1994年，  門脇朝秀編 『台湾 高砂 義勇 隊

一
そ の 心には今 なお 日本 が

一
』あけぼの 会， 1994年 ，   林 えい だ い 『証言 台湾高砂義勇隊』草風館，

1998 年な どが あ り，ジ ャ
ー

ナ リズ ム 的なア プ ロ ーチに よ り高砂義勇隊 の 南洋戦場 で の 活動 へ の 聞 き

取 り ， 台湾原住民 の 親 日的姿勢 と 日本へ の 不満 とい う複雑 な心境 ， お よび 日本敗戦後に補償未払い

とい う日本政府の 姿勢 を批判す るなど の 問題 提 起 して い る。そ の 他，  中村ふ じゑ 「霧社事件か ら

高砂義勇隊まで 」 『中国研 究月 報』第 476 号，1987年 10 月は霧社事件後 ， 強制 移住 させ られ た川 中

島の 現地調査 と原住民 へ の 聞き取 りに よ る報告文が あ る 。
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した い 。 まず第 1 に ， 高砂 義勇 隊成 立 の 背景 ，第 2 に，盧溝橋事件 と高砂 義勇隊の 関係，

第 3 に ，
「戦場 イ メージ」と銃後 の 活動 積極化 ， 第 4 に ， 南洋戦場 の 実相 と高砂義勇 隊を特攻 ，

飢餓 ， 病魔 ， 第 5 に
， 日本敗戦の 際 ， 日本兵士 と義勇隊員の 対応の 相違な どに つ い て 順次

論 じる。史料不十分な面 もあるが ， その 全貌解明 に挑戦す る第
一
歩 と したい

。 なお ， 台湾

原住民 を も包括する 陸海軍 志願 兵制 度 ， 徴 兵制 に つ い て は ， 紙 幅 の 関係 か ら本 稿で は割愛

す る。

1　 高砂義勇 隊成立 の背景 と志願 状況

　 で は，高砂 義勇隊成立 の 背景 は い か な る もの で あ っ た か。石 橋孝 に よれ ば， 1896年 陸

軍中尉長野義虎は 台湾総督府軍務局 に 「義勇隊」 編成を上 申した こ と ， お よび霧社事件 の

際 ， 陸軍大佐服 部兵次郎 も高砂族 の 軍 隊徴集方法を模 索した こ とに起源 があ る とす る （石

橋孝 ，
1992

， p，283）。 また ， 中村ふ じゑ に よれ ば ，
バ ター ン 半島攻略に苦戦 した 際 ， 台湾

軍司令部 の本 間雅 晴 中将 が提 起 した とす る （中村ふ じゑ ， 1987）。

　それ が具体化に 向けて強力に推進 され るの は ，
1937 年 7 ．月盧溝橋事件以 降と考 えられ る 。

そ の 背景 には ，
「殊 に今次支那 事変 （盧溝橋事件）が起 るや………同族先人 の 過 去 の 罪状

を悔 い 恥つ る と共 に ，

………今や全 島各地 に 『吾 も 日本 人 な り』」 とす る者 を輩 出 した と

い う
2）

。 すな わ ち，盧溝橋事件後，皇民化政策 の 推進 もあ っ て 台湾原住民 に 「目本人」 意

識 が 高ま り ， ア ジア ・太 平洋 戦争 に原住民側 も積極 的 に呼応 す る姿勢 を見せ た 。 そ こ で ，

武器 を返 還 ， も しくは与えて も日本に敵対する可能性が低くな り ， 戦争に彼 らを活用する

こ とに問題 は ない
， と軍部は考え始めた 。 直接的要因は ， 日本軍がル ソン 島に上 陸後 ， 物

資輸送が大 きな困難で あ っ た 。 そ こ で ， 道路や 橋の 補修 ， 軍需 品輸送 へ の 「高砂族」 （以下 ，

高砂 族）に対す る期待 が一
挙に高ま っ た の で ある 。

　 で は，高砂義勇隊の 任務は 何か 。大丸常夫 （第 3 回 高砂義勇隊指揮官・小隊長）に よれば，

高砂義勇 隊は あ くまで も非戦闘員 で ， 武器 を
一
切所持せ ず ， 日常生活 の た め蕃刀 を帯び る

だ けで あ っ た 。 そ の 作業内容 は武 器
・弾薬 ， 糧秣 な どの 積載運搬は もち ろん ， 特に飛行機

や ガ ソ リン の 掩体，道路開設 な どの 作業 をお こ な っ た 。 爆 弾 ， 炎天灼 熱の 下 ，
「くる 日 も

くる 日も不平不満 の 一
言半句す ら訴 え る こ とな く， 黙々 として敢然任務に邁進」 した （林

え い だ い
，

1998
， p．302）。

こ こ で ， まず押 さえてお くべ き こ とは ， 原 則 的に高砂義勇隊は

兵士 で は な く ， あ くまで も 「非戦 闘員 」
・軍夫 で あ っ た とい うこ とで ある。

　こ の こ とは ， 陸軍省副官に 出され た 「台湾人軍夫 ノ身分取扱 二 関ス ル 件 ， 陸軍
一

般へ 通

牒 」 （1943年 7月 31 日）か らも傍証で きる。 それ には， 「左 記団体 （高砂義勇隊 ・台湾特

設労務奉公 団 ・台湾特設勤労団 ・台湾特設農業団 ， お よび右 二 準スル 奉公 団） 二 所属セル

2）　警務局理蕃課 「時局下の 高砂族」， 台湾総督府臨時情報部 『部報』第 8 号，1937年 11月 21 日。
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台湾人 軍夫 ノ身分 取扱二 関 シ 疑 義 ノ 向 （キ）アル モ 其 ノ身分 ハ 傭人 ナル ヲ以 テ
ー

般 二 軍 属
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）

　トシ テ取 扱 ハ レ 度依命通牒 ス 」 ， とあ る 。 高砂 義勇 隊 な ど 「台 湾人 軍夫」 身分に 「疑 義」

が ある とす るの は ， 当初か ら兵士 使用を強 く主張する勢力の 存在を示 唆する 。 ただ し ， 繰

り返すが ，異論 はあ っ た とは い え，原則的に 「罩属」 で 「軍 夫」 身分で あ っ た。 こ の よ う

に ， 高砂義勇隊は 「志願」 で あるが，当初，軍夫 としての 役割 が期待 され た。 だが ，戦争

の 推移 に よ り実質的 に兵士 と して 使用す る必要性 が一
挙に高ま る こ とにな る。

　 高砂 義勇隊員 の 選抜方 法は以下の 通 り。 家庭環境 ，平素の健康状態，素行等を勘案 して

受 持警官が割当人員 を決 定 し た 。 そ して ， 引率警官 も希望者を州 （庁）警察部理蕃課で 募

り，適任者 を選 抜 した （中村数内 （副官）「第 5 回高砂 義勇隊従軍記」， 土橋和典 ， pp．299

〜 301）。 つ ま り筆記 に よる学力試験 は課 せ られ ない こ とが志願兵制度 と異な る点 で あ る 。

　 高砂義勇隊の 志願状況は盛 り上 が りを見せ た 。 台東庁 下高砂族は 「南支戦線」 の 進 展に

伴い ，そ の 願い は ますます高ま り ，
500 人 余 もが 各郡役所 に殺到 した 。 志願者た ちは 「国

家 の ため」 に 忠誠 を誓い
，

一
族 蕃社の 名誉に か けて 座 り込 ん で い る （『大 阪朝 日新聞

台湾版　』 1938年 10月 22 日）， とす る。

　 た だ し ， 実態 は複雑 で あ っ た 。 まず世 代，立場，経験の 相違 か ら日本 ，も し くは 日本人

に対す る印象に相違が あ っ た か らで あ る 。 例 えば ，   ワ リス ・ピホ （日本名 「米川信夫」。

タイヤ ル 族 〈セ デ ッ カ族〉， 川 中島）の 場合は次の 通 り。 ある 日， 警官が兄 に 「第 2 回 （第

1回 ？）高砂義勇隊に志願 しろ S とい っ た 。 当時の 警官に は逆 らえなか っ た 。 母は悲 しみ

（第 2 次霧社事件後の 「帰 順 式」 で の 夫殺 害 ？），
「日本 人 は恐 ろ しい 人間だ か ら行 くな」

・
と反対 した 。 兄 は 「日本人で ある以上

， 天 皇陛下 の ため国の ため死 ぬ 」 とい っ て 聞か なか っ

た 。
42 年 6 月 ， 第 2 回高砂義勇 隊の 募集が 始ま る と，川 中島駐在所 の 巡 査部長 が 家に 来

て
， 私に も 「志願 し ろ］ と命令 した 。 そ こ で ， 志願 の 血書を出 した 。 霧社事件 で の 「国賊

の 汚名 とい うか
， 心の 中で名誉挽回 を しよ うと思 う気持 ちが あ っ た 」 とい う （林 えい だ い

，

1998，pp．　ll6，
129）。 この よ うに ， 強制的で あ るが，形式 的に は 「志願」 とい う形 を採 っ

て い た とい えよ う。

　   桃園県復興郷三光村 ・ロ シ ン ・タナ の 場合 ， 死 んだ父 の 代わ りだ っ た兄が第 3 回高砂

義勇隊 に志願 した か ら ， 母 は泣 い て止 め た 。 つ ま り彼の 兄 は家族の 生活 を守る大 黒柱 だ っ

た か らで ある 。
「兵 隊 に行 っ た ら畑仕 事 をす る者 がい な くな り， 家の 者 は芋 も食べ られ な

くなる」， と。それ に対 して兄は 「青年団の 皆が志願 して 行 くの に ， 自分だ けが残れない 」

とい う。駐在所 か ら兄の 「戦死」 の 連絡 が あ っ た時，母 は毎 日毎晩，泣い て ばか りい た 。

警察の 人 は 「兄 さん は 立派 な戦死 だ 。 ザル ツ社 の 誇 りだ 。 兄 さん は 本当の 日本国民 だ」 と

い っ たが
， そ の 後 ， 母 は 自殺未遂を起こ した （石橋孝 ，1992

， pp．246〜 249）。 これ らの

3）　防衛省防衛研究所 S18−1−3 （ア ジア 歴史資料セ ン ター CO1005306500 ） 「台湾人 軍夫の 身分取扱

に関す る件」 1943年 7 月 。
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事例か ら浮かび 上が るこ とは ， 母 は 「反対」，息子 は志願 に 「熱心 」 とい う構 図で あ る。

　  イ リシ ガイ （日本名 「平 山勇」，パ イ ワ ン族 ・第 5 回高砂義勇隊）の 揚合， 「高砂義勇

隊は 軍属だが ， 月給が 37 円だ と聞 くと ， す べ て を投 げ捨て て 志願 する気 に なっ た」。 低収

入 にあえ ぐ高砂族 に と っ て 破格の 賃金で あ り （林 えい だ い
， 1998，p．204），現金収入が 乏

しい 原 住民 に とっ て 魅力 で あ っ た。

　これ らに関 して
，
2006年 8 月 13 日に 私が角板 山タイヤル 族の 林昭光 （ポー ト・タン ガ）

に イ ン タビ ュ
ー

した 際，彼 は，志願が強制で は なく， 部族 として 自ら積極的 ， か っ 主体的

に決 定 した と強調 した。 例えば ， タイヤ ル 族では ， 頭 目が 「太陽 あ っ て 水 あれ ば」 と言い

出 し た時 ， すべ て が決定 され た とい う。 す なわ ち，
「太陽」 と 「水」 とは 「人間の 生命」

を意味 し，紛争解決の 手段 と して 部族が 1 つ に 団結 した。高砂義勇隊 を結成 した 時 もそ う

で あ っ た 。 あの 時 もタイヤ ル 族 の 頭 目が 「太陽あ っ て 水 あれば」 と言 っ た 。 した が っ て ，

タイ ヤル 族 は
一
致団結して 高砂義勇隊に志願 した の だ 。 日本に よっ て 強制 され た もの で は

決 して な い
。 自ら志願 した の だ 。 中国大陸の 連 中や外省人は 強制 され た と言 っ て い るが，

　 　 　 　 　 　 　 4）
そ れ は 間違い だ ， と力説す る 。 前述 した こ とと矛盾す るよ うに も感 じられ るが ， 頭 目の

役割は大 き く ， 原住民 を円滑 に 1 つ に ま とめあげたの は頭 目だ とい っ て い るの で あ る 。 こ

れ ら双方 の 事例か ら考察す るに ， 警察に よる 「志願」 を名 目にす る強制 で は あ るが，それ

を円滑に 進 め るには 各頭 目の 同意 と協力が不可欠だ っ た とい うこ とで あ ろ う。

　こ こ で 表 に よ り高砂義勇隊の 全体像 と各回高砂義勇 隊の 特色 を明 らか に してお きたい
。

大隊長始 め軍 人 で は な く， 総督府警部な ど警察関係者 に率 い られ た。 1942 年 3 月 か ら 44

年 4 月 ま で第 1 〜第 7 高砂義勇隊まで計 7 回派遣 され て い る （45 年第 8 回 高砂義勇隊 600

人 も組織 された が，海上補給路が 断絶 したた め，南洋に 派遣 で きず，そ の ま ま台湾防衛 に

入 っ たた め ， 数 に 入れ られて い な い ）。 そ の 人数 は 大 体 400 〜 500人 で あ るが ， 人数 は ま

ちま ちで ， 第 4 回は 200人 ， 第 2 回が 1000人 ， 第 6 回は 800 人 と多数で ， 合計 3843人 に

上 る 。 第 1回高砂義勇隊 （高砂挺身報国隊）は 500 人 中， 全員が 同時に帰国で き たわ けで

は な く， 内 100人は 南海支隊に加 わ り ， 残 留 し， そ の 後 ， ミン ダナ オ 島で 独立工兵第 15

連隊所属 とな り ， 戦い 続ける こ とにな る 。 生還数が 「不 明」 の 高砂義勇隊も第 1 回 ， 第 2

回 ， 第 5 回 と少 なくない が ， 死亡 率が高 く， とりわけ第 3 回高砂義勇隊は乗船 した輸送船

が爆 撃を受 け，414 人 中， 生 き残 っ た の は僅 か に 10人 で あ っ た 。 それ 以外 も分か っ て い

る範 囲で い えば ， 第 6 回高砂 義勇隊で ，
800 人 中 ， 半 数が生還 で きた の は よい 方で あ っ た 。

43年 4 月の 第 5回高砂義勇隊が遊撃戦 を実施す るため ， 陸軍中野学校出身の 軍人か ら指導・

訓練 を受ける こ とに なる 。

4） 林昭光氏 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

，
2006年 8 月 13 日。
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表　高砂義勇隊表

出発年月 隊員数 生還数 備　 　　考

高砂挺身報国隊

（第一
回高砂義勇隊 ）

1942年3月 500 ？ 　1941年 12．目に編成 （大 隊長 は 台湾総督府

警部，中隊長は 中屋敷警 部補，小隊長は枝 元

源市郡警察課員）。 1942年 3 月 23 日高雄港出

発 ， 比 島ル ソ ン 島に上 陸，
バ タ

ー
ン 半島総攻

撃 に参加 ，
コ レ ヒ ド

ール 要塞 に進軍 ， 多数の

死 傷者 を出す。そ の 後，高砂族義勇 隊に 台湾
へ の 引き揚 げ命令が 出たが ， そ の 内 ， 高雄州

出身者 100人 は 南海 支隊に 加 わ り，ニ ュ
ーギ

ニ ア に行 くた め ， 1942年 7月 ，
マ ニ ラを出発 し ，

ミ ン ダナオ 島ダバ オ に到着，横 山与助大佐 指

揮下の 独立工兵第 15連隊に配属 。

第二 回高砂義勇隊 1942年7月 1
，
000 ？ 　1942年 6 月 第二 回高砂義勇隊の 募集 。

1942
年 7 月 高雄か ら出港 ，ニ ュ

ーブ リテ ン 島の ラ

バ ウル 海軍 基地 を経て ニ ュ
ーギニ ア東海岸 の

ブナ に上陸。南海支隊の ポー トモ ス レ ビー攻

撃が開始 されて お り，それを支援 。

第三 回高砂義勇隊 1942年 10月 414 10 　 隊長 は伊 藤金
一

郎。1942年 10 月 （11月 ？

〜 44 年）高雄港出発 。 ソ ロ モ ン 群島で 戦 い ，
ニ ュ

ー
ギ ニ ア で は搬 送任務な どをお こ な う、

だ が，帰還 中に ホ ーラ ン ジ ャ 沖で 彼 らを乗せ

た 輸送船が 爆 撃を受けて ほ とん ど全員が 死 亡

（414人 中，404 人死 去 ）。そ こ で ，「幻 の 高砂

義勇隊 」 とも称 され ， 最も悲惨な運命を辿 っ た 。

第四回 高砂義勇 隊 1943年 3月 200 70 　 1943年 3 月 15 日 （高雄 ？　 基 隆 ？） 出発。
第 四回 高砂義勇隊 ・海軍 特別 陸戦 隊 200 人 は

巡 洋艦 に 乗船。大隊長は 台北州警務部理蕃課

の 馬場 警部，小 隊長が石 丸巡 査部長，小 隊長
付けが野 水で 彼 らは海軍嘱託 で 階級は な い 。2
個小 隊に 分か れ ，そ の 下 の 分 隊は 各 10人 で

あ っ た 。
パ ラ オ 島 に到 着す る と ， 約 20 日間

の 厳 し い 海 軍式訓練 が実施 され た。そ の 後，
ニ ュ

ー
ギ ニ ア の ウエ ワ ク ， カ イ リル 島な どに

移動。さ ら に ボ ウ キ ヨ ウ島で は ，
1945 年 にな

る と連合軍 が艦砲射撃を加 え て きた。8 月 20
日ム シ ュ 島の 収容所 ， 日本人 とは別 の 収容所
に入れ られ た。結局，第四回高砂義勇隊は 130
人 が戦死 ， 生存者 は 70 人 だ け で あ っ た 。 巡洋
艦 で 基 隆港に帰還。

第五 回高砂義勇隊 19“3年4月 500 ？ 　 隊長 の 鹿毛警部 は理蕃課で 山地行政に従事
した経験 を有す。副官の 中村数 内 も台 中州 の

山地駐在所教育担任 。 引率者 16人，高砂義勇
隊員 500 人 。

1943年 4 月 18 日高雄港に集結し

て 編成。第 27 野戦貨物廠の指揮下に 入 り，同
日 ， 日祥丸に乗船 ， 高雄 を出港 ， フ ィ リピ ン

の マ ニ ラ港 に軍票交換 の た め寄港後，パ ラオ

に上 陸 （日時 不祥）。 同島ア イ ライ村 に約 3 ヵ

月駐留 し
， 貨物船 に乗船 ，

7 月 25 日 ニ ュ
ー

ギ

ニ ア の ハ ン サ に上陸。マ ダン野戦貨物廠配属。
そ の 中か ら遊 撃隊の 斎藤俊次特 別 義勇隊が編
成、陸軍中野学校 出身の 小俣洋 三

， 中森茂樹
両 中尉か ら遊撃隊の 訓練 を受ける。
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第六回高砂義勇隊 1943年6月？ 800 4001943 年 3 月 高砂義勇 隊 隊 員 800人 は 海 軍特
別陸戦隊 とし て 台中 の 堀 内部隊に入 隊。飛 行

場 で約 3 ヵ 月間訓練。海軍下士 官の 指導 下 で

落下傘部隊の 訓 練，遊撃戦訓 練 は夜間 に実施

された 。 また ，教育勅語 と戦陣訓の 暗唱。4 月 （6
月 ？）高雄か ら輸送船で 出発。 こ の 時，日本
か らの 兵士 800人 がすで に乗船 してお り，総
勢 1600人 とな っ た。マ ニ ラ

，
パ ラ オ 島など経

て ，南方戦線の 日本軍基地 の あ る ラバ ウル 基

地 に到着。こ こ で高砂義勇隊員は ラバ ウル 待

機，ニ ュ
ー

ギ ニ ア行 き とガ ダル カ ナ ル 島の 近
隣 の ブ ーゲ ン ビル 島行 きに分 かれ た、第六 回

高砂義勇隊 員の 半数が 死去。 1946年春，基 隆
に帰還。

第七 回高砂義勇隊 1944年4月 429 百数十人 1944 年 7 月 高雄出発 。
ニ ュ

ーギ ニ ア ，ウエ

ワ クに。第六 回，第七 回に なる と，高砂族青

年は少 な くな り，前回不採用者 も 「志願」 に

よ り行 け る よ うにな っ た。結局，第七 回 は百

数十 人 しか生還 で きなか っ た 。

計 3
，
8塩3

出 典 ：  土 橋 和 典 『忠 烈 抜 群 ・台 湾 高 砂 義勇 兵 の 奮 戦 』 星 雲 社，1994年，63 〜 64，297 〜299 頁，  門脇朝

　 　 秀編 『台湾 高砂義勇隊
一

そ の 心 に は 今なお 日本 が一
』あけぼ の 会，1994年，148 〜 149，156 〜 157頁，

　　   林えい だい 編著 『証 言 台湾高砂義勇隊』草風 館，1998年，68，129〜 131，1面 〜 146，171 〜 177，
　 　 180，191，256 〜257，262，270，277 頁 な どか ら作成。各書籍間，も し く は 同

一
書籍 で もそ れ ぞ れ 書 い

　　 て い る こ とにずれがあ り ， 何 回 も義勇隊 に 参加 して い る者や ， 戦死 者な どが多 くな る と， 現 地 で 合併 し

　 　 た もの もあ るよ うで 複雑で あ る。第
一

回 が 第 二 回 と書か れ た り，それぞれ が 錯綜 して い る。その 上，志

　 　 願 兵，徴兵 制 に よ る原 住民 も お り，さ らに複雑 と なる。なお ，  で 第七 回 高砂義勇隊 と して い る も の は

　 　 高雄 出発 日や実態 （例えば，堀内部隊所属，戦地，そ の 状況など） が 重複 して お り，第 六 回高砂義勇隊

　 　 の 誤 りで は ない か 。また，1945年 の 高砂義勇隊 600 人 は 結局，海上 補給路は 断たれ，南洋 に派遣 で きず，
　　 訓練 中の 義勇隊員は 台湾防衛 に 当 た る こ と に な っ た。した が っ て ，回数 に入 れ な い 場合 が 多 い が，い わ

　　 ば 「第八回高砂義勇隊」 とい えようか。

皿　銃後の 台湾原住民

で は， こ こ で盧溝橋事件後 の 台湾原住 民の 動態に論 を進め たい 。

台湾原住民 は盧溝橋事件を契機 に ，皇民化政策が推進 された こ ともあるが，繰 り返すが ，

それま で 以上 に 日本人意識 を強 め， 「戦勝祈願 」 をお こ な っ た 。 例 えば， 「蕃地 」
・原住民

地域に は佐久間神社 をは じめ社祠 ， 遙拝所 な どが 65 ヵ所 あるが ， 教育所児童 や男女青年

団な どを中心 に ， 警察官の 指導下に熱心 に戦勝祈願 をし て い る。 また ， 高砂族青年の 中に

は ， 殊に本 島人が 軍夫と して従軍 した と聞 き ， 同 じ 「日本国民 」 であ りなが ら何故高砂族

が採 用 され ない の か不満 を抱 く者 も少 な くない
5）

， とい う。 原 住民 は本島人 か ら も差別 を

受けて い たよ うで
， 本島人に対 して 対抗意識 もあ り， 平等 に扱われ る こ とを熱望 して い た

。

こ うした状況下 で ，高砂義勇隊募集 に 続 き，今度は 特別志願兵制度施行 の ニ ュ
ー

ス が原

住民地域を駆 けめ ぐり ， 台北州立 高砂族青年道場 で は 座談会が開催 された 。 羅東郡シ キ ク

ン 青年団 「重松久 次」 （20歳）は 「部落か ら立派な志願兵 を多く出すに は ， 蕃語使用厳禁 ，

国語 （日本語） を常用 しませ う」 と蕃社全体で決議 ， もし うっ か り蕃語 を話 した ら 「改心

5）　警務局理蕃課 ， 前掲 「時局下の 高砂族」。
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板」 を持た され ， 罰金 が と られ る （『朝 日新聞一 台湾版
一

』1941 年 7 月 14 日）。 こ の よ うに，

日本語 習得 にか な り力 を入 れ て い た 。

　高雄州屏東郡サ ン テ ィ モ ン 社で は ， 篤志看護婦志願の 血 書を出した女子 青年団長ラブ ラ

ブ （20 歳）は 「私た ちは皆独身で すが将来同族 と結婚す る ときは立 派な志願兵 とい ふ の

がお 婿 さん の 第 1条件で す 。 皇国の 軍人 の 妻 となる 日を思ふ と胸が躍 るや うで す 。 やが て

私 た ちの 子 供 が こ ぞ っ て志願 兵 とな つ て御 国の た めに戦ふ 日が来 るで せ う」 （『朝 日新聞一

台湾版一 』1942 年 1 月 25 日）， とい う。 こ の よ うに ， 結婚相手 と して 志願 兵 とな る原住

民青年が理 想像 とされ て い っ た 。 こ うした娘た ちの 発想 を含 む原住民社会の 雰囲気 が原住

民青年の 心 を鼓舞 した こ とは疑い 得ない
。

　台湾全島で は 「コ レ ヒ ドー
ル 島 ，バ ター

ン 半島陥落祝賀行事 」 が盛大 に挙行 され た。丁

度 ， 第 5 回大詔 奉戴祭に 当た り ， 全島もれ な く 日章旗をはた めかせ た 。 台湾神 社な ど全 島

各神社で は
一

斉 に 祈願祭 を執行 した。花蓮港を始め 各地の 「蕃社」 で も 「万歳」 の 歓声が

上が っ た とい う （『朝 日新聞
一

台湾版
一

』 1942年 5 月 10 日）。 い わば ，
こ の 時 ， 日本軍 の

勝利は原住民の 勝利 とイ コ ー
ル で結ばれ た の で ある。

　当時， 日本 は，台湾原住民の 南方 移住案 も計画 して い た。 これは ，明治時代 に北海道，

樺太 に布かれ た 屯 田兵制度 とほ ぼ 同様 な案で ， 熱帯に 抵抗力が強 く，熱帯□ □ （2 文字不

鮮明 。 農業 ？ ）に豊富な経験を持っ 高砂族青年約 1 万 人 （家族 を含む） を選抜 して ， 農作

物の 栽培に従事せ しめ ， 且 つ 有事 の 場 合は銃を も執 らせ る 。 将来 は彼 らを南方 に永住 させ

る （『興南新聞』1942年 7 月 31 日，なお 『台湾新民報 』が 1941 年 2 月 に 『興 南新聞』に改名 ）。

換言すれ ば，台湾原住民に対 して農業生産 とともに ， 日本軍に よる南洋支配の 先兵 として

の 役割 を担 わせ よ うと計画 し て い た。

　今村孤舟 （『台湾警察時報』に掲載）に よれば， 蕃社の 上 を敵機襲来，また平地 よ り 「不

逞 漢」 の 侵入 ，
「悪宣伝」 あ り として ， 時局 を認識 させ ， 高砂族社会治安 を維持統御す べ

き 「真の 力」 は警察の 力 は もちろ んで あ るが ， そ うした逼 迫 した事 態 に あ っ て は，彼等 同

族 の 「先覚者」 の 力に俟 つ もの が多い こ とは ， 従来幾多の 事例が 之 を物語 っ て い る
6）

。 こ

の よ うに，原住民地域 に お い て 警戒感 緊張感 をもたせ
， その 際 ， 原住民 の 「先覚者」 （こ

の 場合 ， 日本の 政策に 協力的な頭 目を指す こ とが多い ） の 力にやは り頼 らざる を得なか っ

た こ とを物語 る 。

　 とこ ろで， 当初 ， 日本 軍 の 南進 は成 功 を収 めて い る よ うに見えた 。 42年 10月 7 ヵ 月 の

従軍を終 えて帰国した高砂義勇隊 （第 1 回）の 台北州隊座談会が 開催 。   決 して ア メ リカ

の 捕虜 にな らず ，
立派な手柄 を立 てて帰ろ う覚悟 した 。   バ ター

ン 作戦が 終わ り
，

マ リベ

レス 山 を占領した 時 ， 何千 人 もの 捕虜が並 ん で お り，い よい よ 「日本軍が勝 っ た」 と喜ん

だ 。   比 島北部 の 山奥の 農民 は ， 昔 ， 我 々 の 祖先がや っ て い た よ うな方法で 農耕 をしてい る 。

6）　今村孤舟 （新竹州）「高砂族進化 の現段階 と志願兵制度」『台湾警察時報』315号，1942年 2 月号。
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それ と較 べ る と，我 々 は 「
一

視同仁 の御聖徳 に浴 し，立派な農業 をや っ て い るこ と」 が有

り難い （『興南新聞』 1942年 10月 15 日）。   高雄州 の 第 1 回義勇隊員 の 「下村 」 の 活躍

振 りは素晴 らし く， ア メ リカ兵 13 人 を斬 っ た （『興南新聞』1943年 5月 30 日）。 こ うした ，

ある面誇張 され た 「英雄談」 な どが原住民青年の 胸 に深 く刻み込 まれ，銃後 を盛 り立 て た。

　で は ， 台 湾原 住民 の 銃 後 の 生 活 は ど うで あ っ た か 。 43 年末 ， そ の 言動 は以下 の 通 り。

  屏東郡下サモ ハ イ社の 老父 は 「年寄 りと女 さへ ゐ れ ば 山や田畑は りつ ばに守つ て い く。

戦地で は どん なこ とが あつ て も 1 歩 もひ くな」と諭 した とい う。   事変 （盧溝橋事件）以来 ，

特 に 自覚は飛 躍 的に昂揚 し ， 国 防の 本義 ， 銃後の 務 （め）を心底か ら認識 した 。   治安を

自らの 手で 守 るた め高砂族 自助会 を結成 し
， 進ん で 防空監視の 任務 にあたっ てい る 。   米

英 に宣戦布告 され るや農作に も異常な熱意を示 し，夜 は 山の い た る とこ ろで 松明まで 焚い

て 増産 して い る 。   相互 扶助の 精神 を発揮 して 留守家族の 農耕手伝い な どをお こ ない ，金

属回収 ， 愛国貯金 な ども率先協力 ， 平地以上 の成果 をあ げて ゐ る 。   日常生 活 も皇民化 され ，

住宅 も風俗 も日本式 に改 め られ ，かれ らの 和装姿 を見て 高砂族 と見分 けるこ とは難 しい 。

「国語」 （日本語） もほ とん ど不 自由が ない 。 当局が 「蕃」 の 字を
一

切禁止 するに 至 っ たの

も当然とす る （『朝 日新聞
一

台湾版
一』1943年 12月 12 日）。 皇民化 ，

日本人化が進 め られ ，

戦争を肯定 し，それ に尽 くす こ とで 自らの 待遇 を変 えて い こ うとす る涙 ぐま しい 努力 を し

て い た 。 ま た ，

一
時期 ，

「蕃」 の 字を禁止 し よ うと して い た こ とが わか る 。

　 しか し，戦況悪化 の 中で 死 ん で い く原住民 青年 は激増 して い っ た。44 年 6 月 ，第 1回

高砂義勇 隊員 だ けで 金鵄勲 章が 実 に 「40柱 」 の 多 き を数 え た （『朝 日新 聞　台湾版　』

1944年 6 月 25 日）。 高雄州屏東郡 理 蕃係 の 湯前巡査部長 はバ タ
ー

ン
，

コ レ ヒ ド
ー

ル の 大

攻略戦で 彼等 （高砂族）の 強 さと尚武の 伝統 を見た， と語 る。原住民青年は極めて 強 く勇

敢だ っ たの で あ る 。 そ こ で ， 記者は屏東郡 ブ タイ社 を訪れ ， 金鵄勲章を授与 された畑 中家

を訪問 した 。 原住民の 父 は ， 市志 が 出征す る時 ，
「天皇 陛下の 御た め に 死 んで 帰れ と言い

渡 して あ りま した 。

………そ れ がま た今度 日本人 と して最高 ， 最大の 名誉で ある金鵄勲章

を頂 くこ とにな り， 家門の 誉 （れ ）」 で あり ，
「弟の 正 義 もゐ ますか らこ い っ を兄 の 仇討の

た めに戦地 にや りた い 」。 母は Fなに も申 （し）上 げ るこ とは あ りませ ん
。 倅 もさだ め し

地下 で喜 ん で ゐ る こ とで ご ざい ませ う」。男子 青年団長 は 「銃後 に残つ て ゐ るわれわれ青

年は畑 中君 に つ づ い て 戦地 に行 く覚悟で す」。 また ，女子 青年 団員は 「畑中 さん の や うに

義勇 隊員 とな つ て 戦 う人の もとへ 行 きたい 」 （『朝 日新聞
一

台湾版
一』 1944年 6 月 28 日）。

周知の 如 く天 皇 ・日本国の た め に死 んで い くこ とが 当然視され ， か つ 家族 の みな らず ， 原

住民社会全体に とっ て 誇 りとされ た 。 それ と異なる意見は公然 とはい えない 状況で あ っ た 。

皿 　南洋戦場 で の 激戦と高砂義勇隊

で は ， こ こで高砂義勇隊が活動す る南洋戦場 に話 を進 めたい 。果た して 高砂義勇隊は実
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際に どの よ うな活 動 を し，戦闘の 中で い か な る役割 を果た した の か 。

　総督府 労務課長 山田
一

夫 ， 理蕃課警視 中村文 治 らは 2 週 間 ，
バ ターン 戦線 を視察 して 台

湾に戻 っ た 。 高砂挺身隊は各州か ら選 りすぐられ た 500 人余が 自由自在に蕃刀で 活躍した 。

兵士 たちが長い 銃や指揮刀 を もて あま して い る時 ， 彼 らは 自在に進撃路を開い てい く （『朝

日新聞
一

台湾版
一

』 1942 年 6 月 6 日）。 つ ま り日本兵 で は対応 が 困難 なジ ャ ン グル での 進

撃路を
， 台湾原住民 は台湾山地で の 経験 を生 か し

， 蕃刀 で 切 り開い て い っ た
。

　高砂義勇隊の 『陣中日記』 はバ タ
ー

ン ， コ レ ヒ ド
ー

ル 作戦以 降の 臨場感 ある戦闘模様 を

伝 える 。

　□ 月 □ 日 （□は掲載新聞 自体の 伏せ字）「ます ます敵機 の 空 襲はひ ど くな っ て きた 。 2，

30機 か らな る敵 の 編隊 がや っ て きた。 こ の 日味 方 の 高射砲 陣地 か ら猛烈な火 を 吐 き は じ

めた 。 ああお ち るお ちる ， 1機 ， 2機 ， 3機 と火 を吐 い て 撃 ち落 と され て行 くの を隊員達」

は眺めた 。
「死 とい ふ もの が眼 中にな い 皇 軍の この 奮闘振 りには驚嘆の 外なか つ た 」。

　□月 □ 日「第 2 次高砂義勇隊 に邂 逅す る 。

………
こ の 10 日間 とい ふ もの 草の 根で 飢 （え）

を しの ぎ ， 野 生 の 椰 子 の 実 で渇 （き） をい や して ゐ た の で 隊員 が持 参 の 月 桂 冠 （日本酒 ）

1本 と煙草 とキヤ ラ メル には 自分達は躍 り上 つ て 喜んだ 」。

　□月 □ 日 「再会を約 して 第 2 次高砂義勇隊とお 別れ した 。

………われわれ は 工 兵隊に協

力 して密林を拓き道路を造 り
………

橋 をっ くるな ど………苦労は なみ大抵 で はなか つ たが

1人 も落伍す る もの な く黙 々 と して 働 い た」 （『朝 日薪聞
一

台湾版
一

』 1943年 8 ，月 8 日）。

　 こ の よ うに 日本軍の 戦闘力 へ の 驚 き ， ま た食糧不足 の 中で も闘 っ て い る こ とを強調 して

い る 。
こ うした話は ， 台湾の 原住民 を中心 に銃後の 社会を鼓舞 した 。

　ル デ ラン ・ラマ カ ウ （第 2 回 高砂義勇隊 ・南海支隊の 歩兵工 兵部隊所属） に よれ ば ，
フ ィ

リピ ン に上陸後 ， 機関銃射撃法な ど 1週間の 訓練を受 けた 。 こ の 時点です で に兵士 として

の 簡単な訓練 を受けて い る 。 そ の 後 ， 1942年 7 月 ニ ュ
ーギ ニ ア 北岸の バ サ ヴァ に上 陸後，

ス タン レー山脈を越 える と，ポー トモ レ ス ビー
飛行場の 光が見 え，部隊の 指揮は高か っ た。

そ こ に は マ ッ カーサ ー率い る米兵 2000 人 と豪兵 1万人 が駐屯 して い た 。 日本軍の 南海支

隊に は食糧 ， 弾薬 ， 医薬 品が欠乏 ， 増援部 隊 もな く ， 連 日， 戦死 傷者 と餓死者が 出た 。 特

に 42 年 12月 ニ ュ
ー

ギニ ア 北岸の 日本軍 の 3 大拠点の 1っ バ サ ヴァ が米豪軍の 攻撃で 陥落

した 。 そ こ で ， 43 年 1 月歩兵部 隊の 中か ら破壊 隊を組織 した
。 枝元 小隊長指揮下 に高砂

義勇 隊か ら 3人 ， 日本兵 13人 を選 抜，計 17人で ，米軍の 大砲 2 門を破壊 したが ，部隊に 戻 っ

た 時 ，
10 人 とな っ て い た （土橋和典 ， 1994，pp．64 〜 65）。 つ ま り戦況の 悪化に した がい ，

義勇隊員 は輸送任務以外 に ， 現地 自活 の た め食糧調達 ， 偵察諜報 ，
お よび実際に 銃を と っ

て 戦闘に参加 して い る状況が 明確 となる。

　ニ ュ
ーギニ ア方面 陸軍最 高指揮官か ら， 第 1回高砂義勇隊長代理の 枝元 源市に 償 詞 」

（43年 5 月 15 日） が授与 され た。そ の 授 与理 由 と して ，高砂義勇隊が   空襲下で の ニ ュ
ー

ギ ニ ア上 陸を敢行 した こ と，  モ レ ス ビーに向 か う山系横断作戦の 先遣隊をつ とめた こ と ，
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  ス タ ン レー を踏破 ， 道路構築 と補給輸送に お ける役割 ，   ギル ワ付近の 戦闘で 敵を撃退

し ， 包囲網 を突破 して補給輸送 ， 患者護送 を実施 した こ と ， そ して   決死 隊に率先 して参

加 し ， 敵の 砲兵陣地 を奇襲 ， 破壊な どブナ 作戦遂行 に貢献な どが あげて い る （林 えい だい ，

1998
， p．　66）。

こ うした困難で 危険 な任務 を次々 とこ な し ， か つ 道路構築 ， 補給 な ど重要

な軍夫 と して の 役割は 当然の こ と， さらに決死 隊になるな ど，多面的活動 をお こ な っ た こ

とが わか る 。 換言すれば ， 本来 の 軍夫 として の 役割だけで なく ， やは り兵 士 と して の 役割

も果 した こ とが評価 され て い る 。

　 第 1回 高砂義勇隊は残留組 100人 を除き，ほ ぼ約束の 期 限通 り帰還で きたが ，戦争悪化

とと もに 各回高砂義勇隊全体 の残留問題が生 じ始 めた 。 い わば第 2 〜 7 回高砂義勇隊が互

い に入 れ替わ る こ とな く ， 重 複 して 戦場 にお り ， 軍夫 ， もしくは兵士 と して の 役割を果た

して い た こ とを意味する 。 44年 1月 大丸常夫 （第 3 回指揮官）は隊員 7人 を 引率 し， 「英

霊 42 柱」 とその 遺留品 を台湾軍 司令部に 引き渡すた め ，
フ ィ リピ ン か ら台湾 へ の 出張が

命 じ られ た 。 大丸 は ，
3 月 9 日台北の 台湾軍 司令部 に行 き ， そ こ で 次の よ うに陳述 した 。

「軍人 勅諭 の 中に も ，
1 つ 軍人 は信義を重 んず べ しとあ （る）。

………比 島作戦 に参加せ る

第 1 回高砂義勇隊 は 6 箇月に して 解除 を見お る に反 し
， 我 々 第 3 回 義勇隊に 至 っ て は 昭

和 17 （42）年 10 月以 来 ， 既 に 1年 6 箇月 に も及 んで い る。………契約期 限の 実現方 に関

して ，
ご努力 を願 い 申 し上げた く………陳情せ り」， と 。 それ に対 して台湾軍 司令部は 国

運の 重大事 ，船舶不足 な どを あげ，我慢 を要請 し て い る （林 えい だ い ，1998，pp．304〜

307， 315）。 激戦地域で ， か っ 補給や 自給が困難な 中で 帰還許 可が 出ない こ とは ，
「死 」 の

可能性を意味す る苛酷な もの だ っ た 。

　また ，
44 年 5 月 に は ， 第 18軍 （安達二 十三 中将軍司令官） は大高捜 索隊 （隊長大高定

夫大尉 ）を編成 して，西部 ニ ュ
ー ギニ ア の ア レキサン ダー 山系な どへ の 出撃を命 じた。大

高捜索隊 100 人 中 ，
8 割 の 約 80 人 が台湾原 住民 で あっ た 。 半年の 遊撃戦を終 えて第 18 軍

司令部 に帰還 し た。 だが，す ぐに 45年元 旦 に は，大高捜索隊は再編成の 命 を受 け，高砂

兵 80 人 を主体 とす る遊撃隊 「猛虎挺身 隊」 を編成 し ， ソナ ム 河に 出動 した 。 イ リシ ガイ

（第 5 回高砂義勇隊・猛虎挺身隊）に よれば ， 猛虎挺身隊の 任務は 敵部隊へ の 潜入攻撃だ っ

た 。 まず敵の 位置 ， 人数 ， 戦力 ， 地形の 詳 細な調査をお こ な っ た 。 そ して ， 敵兵 の 死 体か

ら自動小 銃 手 榴弾を と りあげ ， それ を使用 した。潜入攻撃は遊撃戦の 中で も最 も困難 で ，

高砂義勇隊の 勇気 だけで な く， 身軽 さ， 暗夜で も見え る 目 ， 鼻と耳の 敏感 さ， それ に ジ ャ

ン グル を素足 で歩 き ， 音 を立 て ない とい う独 自の 能力 がか われ た （林 えい だい
，

1998
，

pp ．15 〜 16
，
218 〜 220）， とい う。 こ の よ うに，台湾原 住民 は戦闘面 な どで特殊 な能力 を

発揮 した 。

　 レイテ 沖開戦で 日本連合艦 隊は壊滅 し，そ の 結果 ，
「生命線」 と され た 南方 と本 土 間の

輸送 は完全に遮断 され た 。 それを打開するた め各種の 特攻隊が組織され た 。 高砂薫空挺特

攻隊 （以下 ， 薫空挺隊）も神風特攻隊 ， 陸軍特攻隊 と共 に ， 太平洋戦争最初の 特攻隊の 1
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つ で あ る 。 隊長の 中重 男中尉 （大 分県 中津 出身 。 陸軍士官学校卒業後，陸軍中野 学校で 遊

撃 戦専攻 ）以下 ， 隊員 60 人 中 ， 台湾原住民 が 48人 （こ の 場合 も 80％）を 占めた 。 44年 9

月米軍 の 大空襲に あい
， 劣勢な 日本軍 は 10 月 18 日 「捷 1 号作戦」 を発令 し， 海軍神風特

攻 隊 続 い て 陸軍 特攻隊が敵艦 隊に次々 と突入 した 。 そ して ，
44 年 11 月 薫空挺隊に よる

奇襲作戦 を決行す る こ ととな り， 高砂 義勇 隊の 「義」 の 字 を と り 「義号作戦」 と称 され た 。

敵に察知 され ない た め
， 飛行音を出 さない よ うグライ ダーを使用する とい う奇抜なもの で

あ っ た。すなわ ち， レ イテ 島の 戦局挽回 を目指す 日本陸軍 の 飛行機 3機に 引か れ たグライ

ダー 3機 （義勇隊員各 30 人 とされ る の で ，計 90 人 ？）が同 島タク ロ バ ン 飛 行場に 向か い
，

途 中で 切 り離 され ，胴 体着陸を強行 して 米軍に 斬 り込んだ。い わば薫空挺隊は大本営直轄

の 秘密特 攻 隊 で ， 「帰 ら ざる部隊」 で 最初か ら 「確 実な死」 が約 束 されて い た とい う。続

い て 12 月 レ イ テ戦最後の 日本兵の み の決死 隊 550人に よ る 「和号作戦」が決行 された （土

橋 和典， 1994
， pp．223

，
225 〜 229

，
233 〜 235

，
237

，
240

，
244

， 269 〜 272）。 結局， こ

れ ら特攻隊が 戦局 挽回で き る とい う展 望 もな く，無謀 な計画の 下，死 んで い っ た 。

　戦争末 期 ，
「玉 砕命令」 が 出 る と ， 参 謀 らは苛 立 ち ， 部下を怒鳴 りっ け ， 殴 っ た 。 高砂

義勇 隊は最 後の 斬込隊に 出 る とい われ た。 潜入 攻撃 と異な り，斬込 隊は 特攻隊 で あ り，

生 還 で きな い 。 そ こ で ， 義勇 隊の 何 人 か が ジ ャ ン グル に逃 亡 した （林 えい だい
，

1998
，

pp．　223　
一・　224）。 高砂義勇隊員 は 僅か で も生 還で きる可能性が あれ ば勇敢に戦 うが ，薫空

挺隊の 奇襲作戦 （こ の 場合 ， 軍上層部は ともあれ ， 高砂 義勇隊員 は生 還 で き る可能性 が あ

る と考 えてい た の で はない か） を例 外 とす れ ば ， 全滅 が確定 し ， 確 実 な死 がま っ て い る戦

闘 には参加 しない 傾 向が あっ た。

IV　南洋戦場 の実 相 と 日本 敗 戦一 病魔 と飢餓 ・ 「人 肉食」
一

　戦場 となっ た ニ コ ．一ギ ニ ア は暑さ ， 湿 度 ，
ス コ ー

ル な ど世界 で も最悪 の 気候 で あ っ た。

そ の 上 ，至 る とこ ろで 蚊 ， 蝿 ， 蛭 ， ダニ
， 蟻などが襲 っ て きた 。 こ うした環境下で ， 日本

兵の 中に マ ラ リア ，テ ン グ熱 ，
ア メーバ ー赤痢 ， さらに熱帯性潰瘍が発生 した 。

　と こ ろで
， 『朝 日新聞』（2012 年 12 月 4 日）に 「声一語 りつ ぐ戦争　」 に川村茂松 （大

隊本部観測班長 ・飛行場防空警備）の 投書が掲載され た 。 それ を要約する と ，
1943 年 5 月 ，

南海 派遣独 立 高射砲 第 63大 隊の 1員 として 東部 ニ ュ
ー ギ ニ ア ・ウエ ワ クに上 陸 した とい う。

連合軍 に制空権 も制海権も握 られ ， 補給の 輸送が次 々 妨害 された。川村 らは空襲の 合間に

ナ ス や トマ トを栽培 した 。
44 年 4 月 ， 米 軍が ア イ タペ に上 陸， 出撃 した が完敗 した

。
こ

の 戦闘で 日本軍 は約 2万人 か ら 7000人に減少 した 。 その後 は内陸に逃げ込 み ， 戦闘もなく ，

現地住民 に助 け られ ， サ ゴ ヤ シ の で んぷ んやネズ ミ， ツ チグモ
， トカ ゲも食べ た 。 栄養失

調で 死者が続 出 した（川村茂松 「飢餓 と病魔の ニ ュ
ーギ ニ ア 」『朝 目新聞』2012 年 12月 4 日），

と 。 こ の よ うに ， 苛酷 な環境下 で食糧 も不 十分 で ，栄養失調の ため ， 多 くの 死 者が 出た こ
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とを回顧す る 。
こ の 投 書 には触 れ られ て い な い が ，高砂 義勇隊 は こ こで 活動 して い た。そ

して ， 駐屯地域や進軍 ， 退 却行程 に よ っ て も異な る と考え られ るが ， こ の 投書以上 の 地獄

絵が現出 して い た 地域も多か っ た の で ある 。

　で は ， まず 日本軍 ， 高砂義勇隊 と現地人 との 関係 は ど うか 。 日本軍の 宣撫 工 作で は まず

現 地 の 酋長 と友好 的な関係 を持 つ た め ， 酒 ， 煙 草 ， 食糧 を与 えた が ， 高砂 義勇隊 の 仲介が

なければ難 しか っ た とい う。
こ の よ うに

， 高砂義勇隊はす ぐに現地にす ぐに溶 けこ ん で 宣

撫，情報，食糧確保 に威力 を発揮 した。 日本兵で は 難 しい 現地人 との 融和 も難な くこ な し

た の で あ る 。 日本軍は畑 か ら農作物 を公 然 と盗ん だが ， 当初 ， 現地人は 不満 を感 じなが ら

も
一

定程度許容 ， も しくは許 容せ ざるを得 な か っ た 。

　ま た ， 中村数内 （副官
・
第 5 回 高砂義勇隊） に よれ ば ，現地 人がヤ ム芋，サ ゴ 椰子澱粉，

椰子 の 実 ，
バ ナナ ，

パ パ イ ヤ な どを提供 し ， 米や食塩 以外に 不足 を感 じなか っ た 。 猟で 1

日に猪 3 頭 （60 キ ロ 平均）， 火食鳥 （60 キ ロ 以上 。 走鳥類で 「カズ ワ ル 」 とも称す）を と り ，

部隊 の み な らず ， 現地人 に も配 分 した 。 隊員 が 38 式歩兵銃で 撃 ち落 とした極楽鳥も食べ
，

そ の 羽 は現地人壮年 の 髪飾 り用 に提供 して喜 ばれ た 。 こ うして高砂 族 を通 じて ， 現地人 の

信用 を得た （土橋 和典 ， 1994，pp．　305 〜 306）。高砂義勇 隊員 が媒介 す る こ とで ， 当初 ，

現 地人 との 関係は総 じて悪 くなか っ た よ うに見 える。

　しか し ， 連合軍 との 戦闘が激化す るに つ れ ， 食糧補給が困難 さを増した 。 そ うした状況

下 で 高砂義勇隊員 は食糧確保 に尽 力 し，多 くの 日本兵の 命 を助 けた。例 えば ，  椰子の木

に登 っ て 実 を落 とす作業 も 日本兵 は で きない 。 銃剣は 人 を刺す以外 ， 役 に 立 たず ， ジ ャ ン

グル を進むの も ， サ ゴ 椰子か ら澱粉をとる作業も ， 椰子の 葉で屋根を葺 くの も， 山豚 （猪）

の 調理 も， 蕃刀 が必 要で あ っ た 。 食糧不足 が さ らに深刻化す る と ， 義勇 隊員 が見つ け る食

糧 しかな く ， 日本兵 を 「敵よ りも恐 ろ しい 飢 えか ら守 っ て 」 くれ た と され る （門脇朝秀 ，

1994
， p．106）。 それ に対 して ，   海軍兵学校 出身 の 将校 は作戦計画 は うまい が

，
ジ ャ ン グ

ル 戦 には不適 で あ っ た。熱帯植物 は難 し く，毒草 と知 らず食 し，死 ぬほ どの 苦 しみ を味わっ

た者 ， 実際に狂い 死 に した者 もい る 。 だ が ， カ イ ラル 島の 植物は 台湾の それ と似 て い る 。

義勇 隊員は鳥を捕獲す る と
，

必ず 胃の 中を調 べ た 。 鳥が食 べ て も安全 な もの は人間に も安

全だか らだ （林 えい だ い ，1998，p．179）。台湾原住民の 智恵が遺憾な く発揮 された の で ある。

　ま た， ロ ヘ イ ・タオ レ （第 6 回高砂義勇隊 タイ ヤ ル 族 （セ デ ッ カ族〉）に よれ ば ， 現

地人 の畑 を荒ら して食べ た 。
ジャ ン グル で 山豚や鳥 を と っ て きて ， 分隊の 仲間 と分け て食

べ た 。 ラバ ウル は糧秣 が少 ない が ， 高砂 義勇隊員は飢 える とい うこ とはなか っ た とい う（林

えい だい
，

1998
， p．262）。 義勇隊員の 場合 ， 食糧不足 とい う危機 的状況 の 中で助 け合い の

精神 があ り， 僅 か な食物で も分 け合 っ て 食 べ た 。 他方， 日本兵の 場合， 1人だ け隠れ るよ

うに して食べ てい る者 も少 な くなか っ た 。

　だが
， 日本軍の 強圧 的態度か ら現地人 との 関係 は次第に 険悪化 して い く。 農作物略奪が

激 しくな り ， 強制労働に動員 ， か つ 現地人を強姦 ，処刑 などをお こな っ た 。 例 えば，強制
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的に集 め られ た現 地 人担送隊 が逃亡 した結果 ， 義勇 隊員 がす べ て の 糧秣搬 送 を担 当 しな け

れ ばな らな くな っ た 。
バ ヤ ン ・ナ ウイ （第 5 回高砂 義勇 隊 ， タイ ヤル 族） に よれ ば ， 日本

軍が畑の 農作物 ， 豚を略奪 し
， その 上

， 強姦 したの で 現地人 は反発 を強め
， 報復し始めた 。

そ の 結果，現地人 が豪軍情報機 関に 日本 軍の 情報を提供す る よ うに な っ た。 また，現地人

6 人 は米軍機に 鏡の 光で信号 を送 り ， 日本軍の 司令部 ・地下壕の 位置 ， 兵隊数 な どを知 ら

せ た。彼 らを尋 問 した後 ， 蕃刀 で 6 人 と も処刑 した 。 そ の 後 ， 現地 人 の 目が さ らに険 し く

なっ た （林 えい だい
，

1998
， pp．184 〜 185， 197）。

　行 軍や 退却 の 際 ， 日本軍の 落伍兵は 放置 され る よ うに な っ た 。 例 えば ， 高砂挺身報国隊 （第

1 回）の ア ル ツ ・ アル バ ラ らに ク シ ム 河 口に集結命令が 出た 。 2 週 間で 着 くとい う。 食糧

もなく，か つ 日本兵 の 多 くは マ ラ リア とアメーバ ー赤痢 にか か り，次々 と落 伍 したが，各

兵士 が 自分 自身の こ とで 精
一

杯で ， 置 い てい く しかなか っ た 。 小 隊長 は 日本兵が敵の 捕虜

とな り， 日本軍の 転戦行動が知 られる こ とを恐れ ，「歩 けない 者は撃て （殺せ ）」 と命 じた

が ， 戦友 を撃て ず ， 目で 別れの 挨拶 をし た。 何千人 の 兵士 が動けず ， 各所 か ら自決の 銃声

が 聞こ えた 。 イ リシ ガイ （第 5 回 高砂義勇隊）は ， ウエ ラク方面 に移動 開始 ， ラ ム河 を渡

る と湿 地 帯 が あ り， 飢 え と病気 で 落伍 した と思われ る水ぶ くれ の 死体 が沢山浮き， 白骨死

体 も方 々 に あ っ た （林えい だ い
， 1998， pp ．99 〜 100，132，211）， と証言す る 。

　地域に よ っ て は食糧不 足が極限に達し て い た 。 そ して ， 日本軍の 中に 人肉食が始ま っ た 。

人間に とっ て 最後 の 食糧は人 間 とい う状況 が生み 出され た の で あ る 。 そ の 時 の こ とをル デ

ラン は以 下 の よ うに述 べ る。 1942 年 11 月 頃 ， ギル ワ 陣地 にた ど り着 い た 。 だが 米豪軍 に

包 囲 され ，食糧探 しも水汲み もで きず ， 餓 死寸前 にな っ た 。 クム シ 河 の 河 口 に集結命令が

出た 。
ジ ャ ン グル を前進す る と，昼夜分かたず連合軍捜索隊の 自動小銃の 音が 鳴 り響い た 。

途 中， 銃声と共に豪兵が倒れ た 。 する と ， 日本兵数人 が飛び 出 し ， 銃剣で 豪兵の 肉を削 ぎ

取 り ， 食べ 始 めた 。 私 は茫然 と して そ の 行為を見 て い た 。 す る と， 日本兵 は 「お前に はや

らない 。早 く向 こ うに行 け」 と怒 な っ た 。 高砂族 も首狩 りを して い た が，殺害 した人 間の

肉を食 べ た こ とは聞い た こ とがない （林 えい だい
，

1998
， pp．82 〜 83）， と 。 こ の よ うに ，

まず 日本兵の 中で 人肉食がお こなわれ始 めた。

　だ が ， 人 肉食 は 高砂義勇 隊員 も巻き込ん で い っ た 。 私が
， 角板 山 タイ ヤル 族の 黄新輝 （第

5 回 高砂義勇 隊 ・分隊長 ，
ロ シ ン ・ユ ー ラオ ， 日本名 は 「啓 田宏」） へ の イン タ ビ ュ

ーで

確認 した とこ ろに よれ ば ，
「人 肉食は有名な話」 と前置 きした 後， 「実 は僕 は 1 回だ け食 べ

たこ とがある ， 日本兵 に撃たれ て 死 ん だ ア メ リカ兵の 肉。 当時 ， 人間の 肉 くらい しか食ぺ

る物がなか っ た 。 僕の 友だちが人肉を持 っ て きたの で
， 炊い て 少 しだ け食べ たこ とが ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7）
ん だ よ 。 美味 しくない

。 酸 っ ぱい 」 ， と 。

　すで に 日本 の 敗戦が決定的 とな っ た 当時 の状況に つ い て ，黄新輝 は以 下 の よ うに答 えた 。

7） 黄新輝氏 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

J2010 年 3 月 20 目。
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「日本敗戦時 ， 師団長を頭に 50人 くらい の 日本兵 が頑 張 っ て 戦 っ て い たが
， 『も う負けた 。

君た ちは身体 を大切 にせ い 』 と言い ，陸軍軍曹 らは 『天 皇陛下 万歳 ！』 と言 っ て手榴弾で

自殺 した 。 あ る部分の 日本兵 は切腹 した 。 あ っ ちで もバ ーン
，

こ っ ちで もバ ーン と ， あち

こ ちで 自殺 した 。 日本兵は切腹 した り，手榴弾 自殺 を した が，高砂義勇隊の 隊員 は切腹 も ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s）
手榴弾 自殺 も しなか っ た 。 僕 た ち まで が死 ぬ必要 はな い で し ょ う」 ， と。 こ こ か ら 日本敗

戦時に 目本兵 と高砂義勇隊員 との 行動形態 に違い があ っ た こ とが分か る 。 台湾原住民は 「日

本人 ・日本兵」 に成 りきっ てい た とは い うもの の
， 最後の 状況 で の 対処 法は異な っ て い た 。

換言 すれ ば ，
「日本人 で あ る こ と」 か ら解放 され て ， 本来 の 台湾原住民の 姿に 戻 っ た と も

い えそ うだ
。

　で は ，最後に 日本敗戦後の 高砂義勇隊員 の 動向に触れ てお きた い
。 まず ， ダル パ ン ・ポ

キ リガ ン は ， それまで 威圧的で あ っ た 日本軍 上官 へ の 怒 りを爆発 させ た 。 こ との 成 り行 き

は以下 の よ うな もの で あ る 。 高砂義勇隊か らの 逃 亡兵 5，6 人 が （帰国船 に 乗 るた め ？）

日本軍の 降伏後に出現 した 。 中隊長は怒 り，軍刀 で 斬 り殺す とい っ た。私 は 厂戦争が終わ っ

た の に ど うして 戦友を切 るとい うの か」 と激 し く抗議 した 。 戦争が終わ っ た ら日本軍の 階

級 も関係 ない
。 義勇隊員 は皆，銃，手榴弾 ， 蕃刀 で 戦闘態勢を とっ た。従来 ， 義勇隊員を

理 由な く殴 りつ けて い た上 官は低姿勢 とな っ た 。 帰還の た め，台湾基隆まで 巡 洋艦 に乗船

した 。 第 5 回高砂義勇隊の 上野保小 隊長は船の 中で 殴 られ て ， 土 下座 して 謝 っ た （林えい

だい ， 1998，pp248 〜 252）。 い わ ば逃亡 しなか っ た義勇隊員 も逃亡義勇隊員の 気持…ちが理

解で きたの で ある 。 した が っ て ，上 官の 「逃 亡」 ゆえの 「処刑」 に真 っ 向か ら反 対 した。

敗戦を契機 に 日本軍の 階級 も規律 も論理 も台湾原住民 に は通 らな くな っ て い たの であ る。

　 とは い え，その 心情はそれほ ど単純で は ない 。鳥来 タイヤル 族頭 目の ターナ ・タイモ （日

本名 は 「林源治」）の 場合は ， 46年 6 ，月基 隆港に 帰還 した 。 そ の 時 ， 港 に は誰 1人迎 え る

者な く， 最初に 姿を見せ た の は国民政府軍の 憲兵で あ っ た 。 敵国 日本軍に 協力 し た者は人

間 の 中に入 らぬ とばか りで ， 持 ち物は没収 され ， 家路に つ い た。 台湾語 も 山地語 も ， ま し

てや 日本語 が通 じるはずな く ，
こ こ を統治 して い るの は 「異邦人 」だ と ，

「敗戦」の 実感 が迫 っ

て きた （門脇朝秀 ，
1994

， pp34 ，
36 〜 39）。 日本統治が崩壊 し

， 国民党統治へ と大転換 し

て い たの で ある。 こ うした状況下で ，高砂義勇隊員は 日本人 と同様に 「敗戦」 を実感 した

の で あっ た 。

　なお ，

一
説 に よれ ば ， 高砂兵の 「損耗率」 は 60 〜 70％ とも称 され た 。 戦後 ，

「戦死公 報」

が届か ない 家庭が幾 つ もあ っ た とい う （石橋孝 ， 1992， p．284）。 高砂 義勇隊員や志願兵制

に よる原住民兵士 の 何入 もが戦地で 生死不明 ， 行方不 明とな っ た もの と解せ よ う。

8） 黄新輝氏へ の イ ン タ ビ ュ
ー

， 2010年 3 月 20 日。
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おわりに

　 以上 の こ とか ら以 下 の よ うに い え よ う。

　第 1 に， 日本統治 へ の 抵抗力 を削 ぐた め警察 に よる 銃取 り上 げ と管理 （狩猟期 を設定，

そ の 時期 にだ け銃貸 出）が お こ な われた。盧溝橋事件後，高砂義勇隊員や兵士 に志願す る

こ とで 「日本国家へ の 忠」 を証明で きる と考え ， 積極的に募集に 応 じ ， 志願 した 。 同時に ，

こ の こ とは ， 高砂 義勇隊は台湾原住民 に と っ て は 非武装化か ら再武装化 へ の 再 転換の 大 き

な契機 となっ た。そ の 上 ， 台湾原 住民 は元 来 ， 日本 人 ， 本 島人 に比 して 相対 的に身体能力

が 高 く，勇敢，か つ 強靱 で あ り，ある意 味で 軍人的資質 に恵まれ て い た とい え よ う。戦時期 ，

台湾原住民の 本来か らの 精神的 ・肉体的な能力が 高 く評価 され る状況が生 まれた。 こ の こ

とは原住民に とっ て 喜び だ っ た。
こ うした状況 下 で ， 彼 らは志願 す る こ とに なるが ， それ

は 日本 に よる強制で は な く， 頭 目に よ る決定で ある とし て
， その 主体性 ， 自発性 を強調す る 。

こ の こ とは ，原住民 自らが 主体性 を認 識す る こ とで ， 日本人の み ならず，本 島人 に よ る差

別 構造 ， それ に伴 う劣等感 か らの 脱却 も目指 して い た こ とを意味す る 。 こ うして ， 日本統

治 とい う枠内 に おい て ，「日本人意識」 に転換 し，地位向上 と生存を図 っ た もの とい えよ う。

　第 2 に ， 「幻想 と して の 戦揚」 が台湾 にお ける銃後で は流布 され た。初期に は高砂義勇

隊員で 生還で きた者も相対的に少 なくなく ， 彼 らは台湾 に帰還 す る と ，
「英雄的物語」や 「日

本軍の 強 さ」 を語 っ た。 こ うして ，戦場で の 「英雄的物語」 や 「活動」 は誇張 され て伝 え

られ た 。 戦病死 は忌む べ きもの と され，あ くまで も 「戦死 」 は美学 として 家族 ， 親族 ， 原

住民各部落で 語 られ た 。
こ れ に よ っ て ， 台湾原住民の 銃後の 活動は鼓舞 され ， 家庭内で は

母親な どの 反 対 もあ っ たが
， 当時 ， それ は公 に され る こ ともな く ， 社会構 成体全体が 出征

を讃美 し ， 高砂義勇隊へ の 志願 に拍車 をか けた 。
い わ ば戦意昂揚に利用 され た の で あ る 。

　 とこ ろ が，第 3 に，「実相 と して の 戦場」 は 「幻想 として の 戦場」 とは ， 全 く異 なる様

相 を呈 して い た 。 当初，高砂義勇隊は 軍夫 として 搬送か ら塹壕掘 りな どを主にお こな っ て

い た 、 そ の 後 ， 諜報 をお こ ない
， 兵士 と同様に 遊撃戦 ， さらに特攻 へ と重点が転換 して い っ

た。換言すれ ば ， 高砂義勇隊は 軍夫か ら実際 の 兵士 へ と変貌 して い っ た の で ある 。 そ の 上
，

戦況悪化 と共 に極度 の 食糧不 足 とな り ， 食糧確保が最重要任務に加 え られた。 こ うして ，

義勇隊員 は多 くの 日本兵の 命 を救 っ た 。 に もか か わ らず ， 戦況は悪化 し続 け ， 日本軍か ら

の 補給 は途絶 え， 日本兵が次第に衰弱 し
， 病魔に犯 され ， か つ 極度の 食糧不 足 か ら餓死 し

た 。 そ うした極限の 状況下 で 人肉食へ と突 き進ん でい っ た の で あ る 。 そ れ は 日本兵か ら始

ま り， そ の 後 ， 相対的に食糧 を確保 で きたは ずの 高砂義勇隊員をも巻 き込 んで い っ た 。

　第 4 に ， 日本敗戦時， 少 なくない 日本兵が 自決 の道 を選 んだ 。 だが ， 高砂義勇隊員 は敗

戦が なぜ 自決 と繋が るの か理解で きなか っ た 。 こ の よ うに ， 日本兵士 と高砂義勇隊員 との

間に は行動パ ター ン に明確 な相違が あ っ た
。 敗戦 は意識的に も無意識的に も 日本人上官へ

の 不満 と も結び っ き， ある時はそれ を爆発 させ た。 また ， 敗戦は 「目本人で ある こ と」 の
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否定 と結び つ い た 。 そ の 反面，台湾 に帰還す る と同時に
，
日本統治か ら国民党政権 に変わ っ

た政治体制の 下で ， 日本人が敗戦 を感 じた と同様，高砂義勇隊員 も 「敗戦」 と実感 し
， そ

の 上 ， 国民党政権下 で は 「日本軍協力者」 として の 烙印 を押 され る こ とになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （きくち か ずたか
・愛知学院大学）
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